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今月の表紙

12月３日（日）、「昭和地区ふ
れあい餅つき2023」が開催
され、参加者は餅つき体験や
餅の実食などを楽しみました。

「美味しくなーれ♪」
みんなで一緒にお餅つき



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
政
の
運
営

に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
社

会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み
つ

つ
あ
る
中
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
堀
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
始
ま

り
、
４
年
ぶ
り
に
全
面
開
催
さ
れ

た
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
、
球
都
桐

生
ウ
ィ
ー
ク
で
の
様
々
な
野
球
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て
、
市

内
各
所
で
多
種
多
様
な
催
し
が
行

わ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

な
ど
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力

の
も
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
や
楽

し
そ
う
な
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
が

で
き
、
よ
う
や
く
ま
ち
に
活
気
が

戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
物
価
高
騰
が
続
く
な

ど
市
民
生
活
に
は
依
然
と
し
て
厳

し
さ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
支
援
策
と
し
て
、
昨
年
11
月

に
全
て
の
市
民
に
対
し
「
桐
ペ

イ
」
５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
入
っ
た
使
い
切
り
カ
ー
ド
を
配

布
い
た
し
ま
し
た
。
登
録
店
舗
で

お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
地

域
経
済
の
好
循
環
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
利
用
期
限
と
な
る
今

年
の
２
月
末
ま
で
、
積
極
的
に
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
も
市
長
と
し
て
２
期

目
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

早
８
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
「
守
り
」
か
ら
「
攻

め
」
の
姿
勢
に
転
換
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
疲
弊
し
た
経
済
や
地
域
活
動

を
活
性
化
さ
せ
、
市
民
が
生
き
生

き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
市
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
桐
生
市
第
六

次
総
合
計
画
に
お
け
る
後
期
基
本

計
画
の
初
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
８
月
に
設
置
し
た
「
桐
生
市

移
住
支
援
フ
ロ
ン
ト　
む
す
び
す

む
桐
生
」
を
中
心
と
し
た
移
住
・

定
住
施
策
の
推
進
や
、
小
中
高
生

が
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を

体
験
で
き
る
施
設
「t

ツ

ク

ル

ン

sukurun�
K

キ

リ

ュ

ウ

IRY
U

」
の
保
健
福
祉
会
館
内

へ
の
設
置
、
子
ど
も
が
つ
く
る
仮

想
の
ま
ち
「
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
」
の

深
化
な
ど
、
私
が
公
約
に
掲
げ
る

施
策
を
含
め
た
様
々
な
取
り
組
み

を
推
進
し
、
多
く
の
市
民
に
市
政

に
ご
参
加
い
た
だ
く
真
の
公
民
連

携
に
よ
る
“
み
ん
な
で
ガ
ン
バ
ル

ま
ち
桐
生
”
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「守り」から
「攻め」へ

錦桜橋から撮影した赤城山（令和５年 12 月６日撮影）錦桜橋から撮影した赤城山（令和５年 12 月６日撮影）

桐生市長　荒木 恵司

新年のご挨拶
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皆様の声を市政に！

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
６
年
の
新
春
を

穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
つ
い

て
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
昨
年
５
月

に
感
染
症
法
上
の
取
り
扱
い
が
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の

「
５
類
」
へ
移
行
し
た
こ
と
で
、

終
息
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
、
よ

う
や
く
平
穏
な
社
会
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
り
、
明
る
さ
を
取
り

戻
し
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
昨
年
は
４
月
に

統
一
地
方
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
今

や
全
国
の
地
方
議
会
に
お
い
て
、

議
員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
議

員
定
数
を
３
名
上
回
る
25
名
が
立

候
補
し
、
市
民
の
皆
様
の
信
託
を

受
け
た
22
名
の
議
員
に
よ
る
、
第

26
期
の
桐
生
市
議
会
を
無
事
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

っ
て
い
た
「
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
」
も
、
８
月
よ
り
、
３
年

半
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
民
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
、

ご
要
望
を
直
接
頂
戴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

「
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
」

の
ほ
か
、
「
ま
ち
づ
く
り
討
論

会
」
や
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
、

「
出
前
講
座
」
な
ど
の
実
施
に
積

極
的
に
努
め
、
市
民
と
の
対
話
を

重
視
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
様
々
な
場
面
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
市
民
の
皆
様
の
声
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
所
管

事
務
調
査
事
項
の
研
究
を
鋭
意
進

め
る
と
と
も
に
、
「
政
策
提
言
」

や
「
要
望
書
」
を
市
長
に
提
出
し

た
ほ
か
、
個
々
の
議
員
が
市
当
局

に
対
し
様
々
な
提
案
を
一
般
質
問

の
場
で
行
う
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

様
々
な
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
な
か

で
、
皆
様
の
声
を
市
政
に
し
っ
か

り
と
届
け
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
機
関
と
し
て
の
責
務
を
果

た
せ
る
よ
う
、
議
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本
年
も

更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
は
辰
年
で
あ
り

ま
す
。
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
天

高
く
上
昇
す
る
龍
の
よ
う
に
飛
躍

の
年
と
な
り
、
幸
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
議
員
一
同
、
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

桐生市議会議長　人見 武男

3 桐生市役所（☎0277 ‐ 46 ‐ 1111）



所得税の確定申告が
必要

原則、市・県民税の申告は必要ありません。
※所得税額が発生しなければ、市・県民税の申告のみで良い場合
　があります。

…５ページへ

市・県民税の申告が
必要

※所得税の還付を受けるためには、市・県民税の申告ではなく、
　所得税の確定申告が必要です。 …６ページへ

所得税の確定申告や
市・県民税申告は不要

収入がない人で所得課税証明書が必要な場合は、市・県民税の申告が必要です。
給与収入があり、年末調整をしていない人は、確定申告をすることで所得税の還付
を受けられる場合があります。

令和５年中の収入は、

収入なし 主に給与 主に公的年金 主に営業・農業・不動産

給与収入が
2,000万円を超えた

勤務先は１か所だけで
年末調整した

給与以外の収入が
あった

公的年金収入が
400万円を超えた

公的年金以外の
収入があった

公的年金以外の所得金
額※１が20万円を超え
た

所得金額※１が所得税の
控除合計より大きい

扶養や医療費などの控
除を追加で受ける※2

はい

はい

はい
はい はい

はい

はい

はい

はい はい

はい

はい

はい

はいいいえ

いいえ
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

居住していた市区町村へ
お問い合わせください。

判定結果

スタート

市内に住む親族の税法
上の扶養になっていた

令和５年分

＆＆
令和６年１月１日時点で、
桐生市に居住していた

令和６年１月１日時点で
65歳以上である

収入が 151 万
５千円以下

収入が 101 万
５千円以下

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

３

３ ３

２

２
２

２１ １ １

１

１

※１　所得金額とは、収入から必要経費を引いた額です。
※２　各種控除の適用には、毎年、年末調整や確定申告、市・県民税申告などが必要です。
※３　目安として「給与収入が 75 万円を超える」「65 歳未満の人で公的年金収入が 80 万円を
　　　超える」「65 歳以上の人で公的年金収入が 130 万円を超える」などがあります。
※４　収入が公的年金と年末調整済の給与のみで、勤務先から桐生市に給与支払報告書が提出さ
　　　れている人で、控除を追加しない人は申告不要です。

１

２

３

所得金額※１が所得税の
控除合計より大きい

※4

給与以外の所得金額※1

が20万円を超えた※3

勤務先から桐生市に
給与支払報告書が提
出されている

はい
はい

いいえ
いいえ

２
３

１
※4

２

はい いいえ

２ ３

扶養や医療費などの控
除を追加で受ける※2

いいえ

フローチャートで
申告の必要があるか
確認しましょう。
※一般的な例を示し
ています。

キノピー

市民税・県民税
の申告 確定申告

所得税の
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所得税の確定申告 判定結果　　　の人は、こちらをご覧ください１

自宅でいつでも確定申告

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿

って金額などを入力するだけで、所得税、消費税、贈与税の申告書や青色申告

決算書・収支内訳書などの作成、ｅ-Ｔ
タ ッ ク ス

ａｘによる送信（提出）、印刷ができま

す。自動計算されるので計算誤りがありません。

　申告会場は混雑が予想されますので、ぜひご利用ください。

操作方法の相談＝ｅ-Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク

（☎0570‐01‐5901）

相談受付＝月曜日～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後

５時※確定申告時期には、延長する場合があります。
▲確定申告書等
作成コーナー

　所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を開設

します。スマートフォンを持っている人は、スマート

フォンを利用して申告書を作成します。

　マイナンバーカードを持っている人は、マイナンバ

ーカードと登録したパスワード（数字４桁のものと英

数字６～16桁のもの両方）が分かるものをお持ちく

ださい。

　なお、必要書類が不足する場合は、確定申告ができ

ません。事前に国税庁ホームページなどで確認してく

ださい。

期間＝２月16日（金）～３月15日（金）※土、日、

祝日を除く

相談受付時間＝午前８時30分～午後４時

相談開始時間＝午前９時から

場所＝桐生税務署４階会議室（末広町）

※入場には、当日配付または国税庁Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥ公式アカ

　ウントから事前に取得した入場整理券が必要です。

※午後４時前であっても、入場整理

　券の配付状況により、相談受付を

　終了する場合があります。

問い合わせ＝桐生税務署（☎22‐

3121自動音声に従い「２」を選択）

令和５年分確定申告会場

▲国税庁LINE
公式アカウント

確定申告書作成の際のお願い

▶準確定申告（死亡した人の申告）をする人

▶過年分の確定申告をする人

▶青色申告をする人

▶住宅借入金等特別控除の適用を受ける人

▶土地・建物の売却による収入があった人

▶株式の売却による収入があった人

▶雑損控除の適用を受ける人

▶繰越控除（純損失・雑損失）の適用を受ける人

▶国外居住者の扶養控除の適用を受ける人

▶先物取引による収入があった人

▶外国為替証拠金取引（ＦＸ）による雑所得があった人

▶外国税額控除の適用を受ける人

▶肉用牛の売却による所得があった人

▶山林所得があった人

▶修正申告・更正の請求をする人

▶贈与税・消費税の申告をする人

▶暗号資産の取引による雑所得の申告をする人

▶非居住者の国内源泉所得を申告する人

　次に該当する人は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」などを使用して、

確定申告書などを作成するか、税務署または税理士にご相談ください。

5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



　令和５年分の市民税・県民税の申告と相談を受け付けます。

　申告内容は、課税のための資料となるほか、国民健康保険税・後期高

齢者医療保険料・保育料などの基礎資料にもなります。申告をしないと、

課税内容の証明や保険料の算定などに影響が出る場合があります。

問い合わせ＝税務課市民税担当（☎内線226～228）

市民税・県民税の申告

郵送での申告にご協力を

　申告会場は大変混み合うため、可能な限り郵送

での申告書提出にご協力をお願いします。

　３月15日（金）までに、申告書に必要事項を

記入し、収入や控除に関する各種証明書（コピー

可）と併せて、税務課市民税担当（〒376‐8501

桐生市役所）へ提出してください。書類の内容を

確認する場合がありますので、日中連絡が取れる

電話番号を必ず記入してください。

　申告用紙は、税務課（市役所１階）、新里・黒

保根支所、各公民館、市ホームページにありま

す。自宅などに申告用紙を郵送することも可能で

すので、希望する場合は税務課市民

税担当へご連絡ください。

　また、市ホームページから申告書

が作成できます。「桐生市　申告」

と検索し、ご利用ください。

対象 必要書類など

申告者全員

・�マイナンバーカードまたは番号確認書類

　（個人番号通知カード＋運転免許証など）

・利用者識別番号（ＩＤ）がわかる書類

　（ＩＤを取得している場合）

所
得
が
あ
る
人

給与所得 源泉徴収票、給与明細など

年金所得 源泉徴収票

営業・農業・不動産所得 収支内訳書

雑・一時所得 収入金額・必要経費がわかる書類

配当所得 支払通知書、特定口座年間取引報告書など

控
除
を
受
け
た
い
人

社会保険料控除 支払額などの証明書、領収書など

生命保険料控除
控除証明書、支払額などの証明書

地震保険料控除

医療費控除 医療費控除の明細書

セルフメディケーション税制による

医療費控除の特例

セルフメディケーション税制の明細書および一定の取り組みを行ったこと

を明らかにする書類

勤労学生控除 学生証、在学証明書など

障害者控除 障害者手帳、障害者控除対象者認定書など

寄附金控除 受領証明書、寄附金控除に関する証明書

申告時に必要なもの

２判定結果　　　の人は、こちらをご覧ください

▲市ホームペ
ージ（市・県民
税の申告受付）
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期日 対象地区 時間
２月 ５日（月） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）

午前９時～午後４時

６日（火） 21区（新川）
７日（水） 19区（赤城山、板橋、関、高泉、大久保、奥沢、上鶴ヶ谷）
８日（木） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
９日（金） 21区（新川）
13日（火） 19区（赤城山、板橋、関、高泉、大久保、奥沢、上鶴ヶ谷）
14日（水） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
15日（木） 21区（新川）
16日（金） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
19日（月） 21区（新川）

新里支所（３階大会議室）

期日 対象地区 時間
２月 16日（金）・ 19日（月） ・20日（火）

黒保根地区
午前９時～午後３時

21日（水）・ 22日（木） ・26日（月） 午前９時～正午

黒保根支所（１階フロア）

期日 対象地区 時間
２月 13日（火）・ 14日（水）16区（川内町一～五丁目）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

15日（木）・ 16日（金）14区（梅田町一～五丁目）、17区（菱町一～五丁目）
19日（月）～ 22日（木）15区（相生町一～五丁目※）
26日（月）～ 28日（水）12区（広沢町一～三丁目、桜木町※）、13区（広沢町四～七丁目、広沢町間ノ島）
29日（木）・ ３月１日（金）11区（境野町一～七丁目）

３月
４日（月）

１区（本町一～三丁目、横山町）、２区（本町四～六丁目）
３区（稲荷町、錦町一～三丁目、織姫町、美原町、清瀬町）

５日（火） ４区（新宿一～三丁目、三吉町一・二丁目、小梅町、琴平町）、５区（浜松町一・二丁目）
６日（水） ６区（仲町一～三丁目、川岸町、泉町、東町、高砂町、旭町）、７区（東一～七丁目）
７日（木） ８区（末広町、宮前町一・二丁目、堤町一～三丁目、巴町一・二丁目、元宿町）

８日（金）
９区（永楽町、小曽根町、宮本町一～四丁目、宮本町）
10区（東久方町一～三丁目、西久方町一・二丁目、天神町一～三丁目、平井町）

11日（月）～ 15日（金）市内全地区

桐生市役所（受付：１階玄関ロビー） ※桜木町は12区、相生町一・二丁目は15区で設定。

申告会場での受付

　市役所は新庁舎建設工事中のため、構内の駐車

場が大変混雑しております。臨時駐車場もあわせ

てご利用ください。

　各会場は混雑緩和のため、地区別での受け付け

になります。来場される際は、筆記用具を持っ

て、できる限り少人数で来てください。

　また、混雑状況などにより、入場制限を行う場

合もあります。

11. 住み続けられるまちづくりを

16. 平和と公正をすべての人に

17. パートナーシップで目標を達成しよう
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未来創生塾の活動

　未来創生塾の活動は、基礎編と応用編に分かれてい
ます。
■基礎編…市内の小学校・義務教育学校を対象に、授
業の一環として実施しています。
■応用編…市内小学生とその保護者から希望者を募
り、未来創生塾メンバーとして休日に活動していま
す。年間を通して、企業見学や実験、タケノコ掘り、
清流読書など、体系的なプログラムを組み、楽しみな
がら実施しています。
　詳しいことは、未来創生塾ホームページ（https://
miraisouseijyuku.com/）をご確認ください。

令和６年度（第11期）
未来創生塾生（応用編）を募集

　活動は年間を通し、毎月１回程度、休日に行いま
す。
対象＝市内の小学生と保護者
募集人数＝40人（親子20組）
申し込み＝１月24日（水）
までに申し込みフォームよ
り必要事項を入力し、申し
込んでください。募集案内
は、市内の小学校・義務教
育学校でも配布します。

▲令和６年度入塾申
し込みフォーム

▲シルクホール　音の世界～聴覚～（芸術編） ▲植樹（文化編） ▲清流読書（自然編）

４. 質の高い教育をみんなに

未 来
塾生創

産官学民で取り組む
特別教育プログラム

　未来創生塾は、群馬大学理工学部を核に、本市の産・
官・学・民が連携した桐生発の特別教育プログラムで
す。
　子どもに発見の喜びと感動を与えて感性を育み、地元
に誇りを持った人材の育成と、楽しい低炭素未来社会の
構築を視野に入れた取り組みです。
問い合わせ＝未来創生塾事務局（桐生商工会議所内、☎
45‐1201）、生涯学習課社会教育係（☎内線651） ▲タケノコ掘り（歴史編）
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　各手当の支給要件に該当すると思われる人で、認定請求をしていない場
合はご相談ください。
問い合わせ＝子育て支援課子育て支援係（☎47‐1150）、新里支所市民生
活課（☎74‐2904）、黒保根支所市民生活課（☎96‐2112）

●児童手当
対象＝中学校卒業までの児童を養育している人

　児童を養育している人の所得が所得制限限度額以
上、所得上限限度額未満の場合は、特例給付として
月額一律5,000円を支給します。なお、児童を養育
している人の所得が所得上限限度額以上の場合、児
童手当などは支給されません。

●特別児童扶養手当
対象＝精神または身体に一定以上の障がいがある20
歳未満の児童を養育している人

※障がいの程度により金額が異なります

児童の年齢 児童１人あたりの月額

３歳未満 １万 5,000 円

３歳以上小学校修了前 １万円
（第３子以降は１万 5,000 円）

中学生 １万円

児童の人数 児童１人あたりの月額

１人目 ４万 4,140 円～１万 410円

２人目 １万 420円～ 5,210 円加算

３人目以降
（１人あたり） 6,250 円～ 3,130 円加算

等級 児童１人あたりの月額

１級 ５万 3,700 円

２級 ３万 5,760 円

児童手当、特別児童扶養手当、児童扶養手当

●児童扶養手当
対象＝次のいずれかの条件に該当する児童を監護し
ている父または母や、父または母に代わって養育し
ている人
①父母が離婚
②父または母が死亡
③父または母が重度の障がい者（障害者年金１級程度）
④父または母が生死不明
⑤父または母が１年以上遺棄
⑥父または母が１年以上拘禁
⑦父または母がＤＶ保護命令を受けている
⑧母が未婚
⑨孤児など
支給期間＝児童が18歳に達する年の年度末まで。た
だし、精神または身体に一定以上の障がいがある場
合は20歳未満まで。

子育て世帯対象の給付制度

　食費などの物価高騰に直面し、影響を受ける低所得の子
育て世帯の生活を支援するため、対象となる子ども一人に
つき５万円を支給しています。
　支給要件や制度の内容については、市ホームページをご
確認ください。
申請期限＝２月29日（木）
問い合わせ＝子育て支援課子育て支援係（☎47‐1150）

申請はお済みですか。

▲市ホームページ
（ひとり親世帯分）

▲市ホームページ
（ひとり親世帯以外
分）

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金

１. 貧困をなくそう

３. すべての人に健康と福祉を
9 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



桐生市ＳＤＧｓ官民共創プラットフォーム
「公民連携民間提案制度」のイメージ

❶課題抽出

❹提案情報の
提供・調整

❷課題を発信し、提案を募集

民間
事業者等

❸事業提案
★市が提示した課題への提案

（テーマ型）

★市からの課題によらない
　公民連携に関する自発的な
　提案・相談（フリー型）

❺提案内容の確認、役割分担や実施の可否などの協議・調整

➏事業実施

桐生市

各担当
部署

　桐生市は、令和５年５月に国から「ＳＤＧｓ未来

都市」に選定されました。持続可能な社会を実現し

ていくためには、行政だけではなく、企業や団体、

金融機関、教育機関など（以下、「民間事業者等」

と総称します。）と、協力し合って取り組んでいく

ことが重要です。

　そのため、多様な民間事業者等と連携し、共に持

続可能な未来へのチャレンジ・課題解決に取り組む

ための「つながる場」として、「桐生市ＳＤＧｓ官

民共創プラットフォーム」を創設しました。

　本プラットフォームでは、公民連携民間提案制度

として、桐生市が抱える課題に対し、民間事業者等

の皆様からアイデアを提案していただき、課題の解

決と市の魅力向上に向けた共創事業に取り組んでい

きます。

　次の提案が可能です。

▶課題提示型（テーマ型）

　市がテーマを設定した課題に対しての提案

▶自由提案型（フリー型）

　市からの課題によらない公民連携に関する自発

的な提案・相談

提案の提出方法＝「提案シート」を直接または電

子メールで企画課（市役所３階、kikaku@city.

kiryu.lg.jp）へ。※提案内容の分かる資料があれば、

添付してください。　

　「提案募集しているテーマ」や「提案

シート」の様式は１月１日（祝）から、

市ホームページで公開します。

桐生市Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓ官民共創プラットフォーム

公民連携民間提案制度公民連携民間提案制度
問い合わせ＝企画課大学連携推進担当（☎内線 577）

アイデアの提案方法

私たちと一緒に、

アイデアを実現

させましょう！桐生市ＳＤＧｓ
官民共創

プラットフォーム

（事務局：企画課）

11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう
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Kiryu News 

防災講演会を開催します

　災害時に「自分たちのまち（地区）を自分たちで
守る」ための自助・共助による地域の防災について、
「防災対策をU

ア ン ラ ー ン
nlearn～今後の地域防災活動のあり

方を再考～」と題して、災害犠牲者ゼロを実現する
ことを目的に実践的な研究を行っている群馬大学大
学院理工学府教授の金井昌信さんが講演します。
期日＝２月19日（月）
時間＝午後６時30分（受付開始は午後６時）
場所＝美喜仁桐生文化会館スカイホール
主催＝自主防災会連絡協議会

対象＝地域の自主防災組織に関わる人、防災に関心
のある人
募集人数＝200人（予定）
申し込み＝１月31日（水）までに、電話またはフ
ァクシミリ、Ｅメール、申し込みフォームから防
災・危機管理課（ファクシミリ43‐1001、bosai@
city.kiryu.lg.jp）へ。Ｅメールの場合は、件名を「防
災講演会」とし、氏名、
住所、電話番号を記入し
てください。
問い合わせ＝防災・危機
管理課防災・危機管理担
当（☎内線415）

▲�申し込みフォーム
（メール作成画面）

子育て世帯に寄り添う、
桐生市こども家庭センター
　「子育て世代包括支援センター」と「子ども家庭
総合支援拠点」を一体的に運営し、相談機能を強化
した「桐生市こども家庭センター」を設置しました。

　全ての妊産婦・子育て世帯・子どもからの相談を
受け、母子保健と児童福祉の両分野から一体的・包
括的に現状把握・課題抽出・利用できるサービスの
検討などを行い、これまで以上に個々の家庭に応じ
た、切れ目ない支援を提供します。
問い合わせ＝子育て相談課子育て相談係（☎43‐
2000）

こども家庭センター

情報の共有、母子保健と児童福祉の支援を一体的に行うためのマネジメント情報の共有、母子保健と児童福祉の支援を一体的に行うためのマネジメント

統括支援員

センター長
保健福祉会館（末広町）保健福祉会館（末広町）

関係機関 幼稚園、保育園、認定こども園、学校、
警察、児童相談所　など

子育て支援センター
☎46‐ 5031

基本的な生活習慣などの相談
や、子育て支援サービスの情
報提供でサポート

子育て相談課母子保健係
☎43‐ 2003、43‐ 2009
妊娠期から出産・育児までの
子育て全般をサポート

子育て相談課子育て相談係
☎43‐ 2000

子どもやその家庭の不安や悩
みを専門的にサポート

保育士 保健師、
管理栄養士、
歯科衛生士

相談員、保育士、
保健師、心理師、
社会福祉士

連携 ▲こども家庭センターイメージ図：統括支援員
が中心となり、各担当の情報や課題、支援など
を共有。さらに、必要なサービスや支援を検討
し、担当者と一緒に継続的な支援を提供する。

11 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



Kiryu News 

電力・ガス・食料品等価格高騰
重点支援給付金（追加給付）
　令和５年度の住民税均等割非課税世帯を支援する
ため、給付金（追加給付）を支給します。
支給額＝１世帯あたり７万円
受給権者＝支給対象となる世帯の世帯主
支給対象
　次の①・②に該当する世帯です。対象となる可能
性のある世帯には、１月上旬頃に通知を郵送します。
※住民税が課税されている人の扶養親族のみの世帯
を除く
①�令和５年12月１日時点で桐生市の住民基本台帳
に登録がある
②�世帯全員の令和５年度分の住民税均等割が非課税

である
支給方法＝原則、世帯主名義で登録されている預貯
金口座へ振り込みます。
支給時期＝確認書（または申請書）を受理した日か
ら、おおむね３週間後を目安に支給します。書類に
不備がある場合は、給付が遅れることがあります。
申請方法
▶先行給付決定通知書（はがき）が届いた場合
　申請は不要です。令和５年12月25日（月）に世
帯主名義の口座に振り込みました。
▶確認書（または申請書）が届いた場合
　２月29日（木）までに、申請書に必要書類など
を添えて、郵送（必着）で福祉課給付金担当（市役
所３階、〒376‐8501桐生市役所）へ。
問い合わせ＝給付金コールセンター（☎22‐
8515）※土、日、祝日を除く午前９時～午後５時

群馬大学理工学部教育プログラム
協力参加企業を募集
　群馬大学理工学部では問題解決型教育プログラム
「PBL（P

プロジェクト
roject／P

プ ロ ブ レ ム
roblem B

ベ ー ス ド
ased L

ラ ー ニ ン グ
earning）教育」

を導入しています。
　PBL教育では、実践を通して課題を発見し、解決
に導く能力を持った学生の育成を目指しており、大
学での講義と企業実習を組み合わせて実施します。
　実習先の企業においても、群馬大学との連携強
化、学生に対する企業情報の発信、Ｓ

エスディージーズ

ＤＧｓの推進、
CSR活動としてのPR、商品開発や情報発信に学生の
アイデアを活用などの効果が期待されます。
　群馬大学の取り組みを支援するため、令和６年度
の実施にあたり、企業実習に協力いただける企業を
募集します。
▶企業実習の概要（予定）
対象＝業種や事業規模は問いません
受入人数＝４～５人のグループに分けて学生を派遣
受入グループ数＝１グループ以上
期間＝８月中旬から下旬のうち、任意の２日間程度
実習内容＝各企業で自由に設定していただきます。
申し込み＝１月31日（水）までに、①企業名、②
所在地、③担当者連絡先（役職、氏名、電話番号、
Ｅメールアドレス）を記入し、Ｅメールまたはファ
クシミリで、群馬大学理工学部（pbl@ml.gunma-u.
ac.jp、ファクシミリ30‐1041）へ。
▶協力参加企業向けのオンライン説明会
　２月下旬に実施します。詳しい日時は企業実習へ

の申込後に別途案内するほか、市ホームページにも
掲載します。説明会に参加できない場合は、後日個
別にご説明します。なお、説明会終了後に、企業実
習への協力可否を改めてお伺いします。
問い合わせ＝企画課大学連携推進担当（☎内線
577）、群馬大学理工学部（☎30‐1003）

◀市内の施設を見学

◀実習で学んだ成果
をグループで研究
し、発表

　この取り組みは、学生が実際の社会に出て、仕事の
現場を知り、大人と交流を持つことで自分自身を見
つめ、卒業後の進路を考えるきっかけになり得るも
のです。
　また、学生生活を大学のキャンパス内だけで完結
させないための取り組みでもあります。学生にとっ
て、自分が住んでいる桐生という地域を知り、愛着を
持つ機会にもなることから、多くの企業と連携して、
地域全体で学生を育てる意識の醸成に繋げることも
目指しています。
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広報きりゅうの有料広告を募集

　令和６年度発行の広報きりゅう（４月号～令和７
年３月号）に掲載する、広告を募集します。
掲載場所・掲載料・規格＝各広告は、カラー（４
色）刷りで、ページの下段に掲載します。
１号広告（中ページ１段）…３万1,350円（縦４.５
センチメートル×横17.８センチメートル）、２号
広告（中ページ１段の半分）…１万5,620円（縦
４.５センチメートル×横８.８センチメートル）、
３号広告（裏表紙）…４万1,800円（縦４.５センチ
メートル×横17.８センチメートル）
広告枠の掲載数＝市政情報の提供の妨げにならない
範囲で掲載を行います。記事が多い場合は、掲載で
きないこともあります。
申し込み＝２月１日（木）午前８時30分から、申
込書に広告原稿を添えて、直接またはＥメールで
魅力発信課（市役所２階、〒376‐8501桐生市役所、
miryoku@city.kiryu.lg.jp）へ。申込用紙は同課、市
ホームページにあります。申し込みに空きがある場
合は、掲載を希望する号の発行日の１か月前を期限
に、随時、受け付けます。
問い合わせ＝魅力発信課魅力発信担当（☎内線505）

水道の凍結にご注意ください

　昨年は、寒波の影響による水道管の凍結・破損事
故が多数発生しました。水道が凍結すると、水が出
なくなったり、水道管やメーターが破損したりしま
す。水道管がメーターより民地側で破損した場合、
使用者または所有者の費用負担になりますので、ご
注意ください。
▶凍結しやすい場所
・屋外に露出している水道管や家の外にある給水栓
・�日の当たらない場所や風当たりの強い場所にある
水道管やメーター
・ボイラー、給湯器
▶水道の凍結を防ぐには
・メーターを保温するため
　にメーターボックスの中
　に発泡スチロールなどを
　入れる
・水道管や給水栓を保温材
　や毛布、布切れなどでぬ
　れないように包む
問い合わせ＝工務課維持係
（☎内線332）

令和６年度から森林環境税が
課税されます
　森林環境税は、国内に住所を
有する個人に対して、令和６年
度から課税される国税です。
　個人の市民税・県民税の均等
割と併せて、一人年額1,000円が
課税されます。その税収は、全
額が森林環境譲与税として都道
府県・市町村へ譲与され、森林
経営管理制度をはじめとする森林整備やその促進の
ための取り組みに活用されます。使途については、
市ホームページで公開します。
　なお、平成26年度から令和５年度までの10年間、
東日本大震災からの復興を図ることを目的として地
方公共団体が実施する、防災のための施策に要する
費用の財源を確保するために、個人住民税の均等割
額が1,000円上乗せされていましたが、この臨時措
置については、令和５年度で終了となります。
問い合わせ＝税務課市民税担当（☎内線226・
227・228）

宝くじの収益をまちづくりに
生かしています
　公益財団法人群馬県市町村振興協会では、市町村
振興宝くじの交付金などを財源として、「魅力ある
コミュニティ助成事業」を行っています。
　この宝くじの助成事業を利用して、次のとおり集
会所の設備と自主防災活動のための備品を購入しま
した。
▶�集会所のエアコンの整備…安楽土町町会、新二・
小梅自治会
▶音響機器一式の整備…第11区地域連合会
▶モノクロレーザープリンターの購入…第九区自治会
▶�防災備品一式の整備…相生町５丁目第１町会自主
防災会
問い合わせ＝企画課企画戦略担当（☎内線524）

集会所のエアコン レーザープリンター

13 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
到
達
後
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と

の
通
知
な
ど
が
送
ら
れ
ま
す
。
納

付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
括
納
付
す
る
こ
と
で
割
引
と
な

る
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
学
生
や
納
付
が
困
難
な
人
に
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
20
歳
到
達
時
点
で
、
す

で
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
内
線

２
７
３
）
、
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１
）

国
民
健
康
保
険
税

産
前
産
後
免
除
制
度

対
象
＝
令
和
５
年
11
月
１
日
以
降

出
産
（
ま
た
は
出
産
予
定
）
の
桐

生
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

妊
娠
85
日
以
上
の
人
※
死
産
、
流

産
、
早
産
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
場

合
も
含
む

免
除
対
象
期
間
＝
所
得
割
額
、
均

お
知
ら
せ

広
告

等
割
額
に
つ
い
て
、
出
産
予
定
日

（
ま
た
は
出
産
日
）
の
前
月
（
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前
）
か

ら
翌
々
月
ま
で

受
付
開
始
日
＝
１
月
４
日
（
木
）

手
続
き
＝
出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
以
降
、
母
子
健
康
手
帳
、
個
人

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
分
か

る
も
の
を
持
っ
て
、
直
接
、
医
療

保
険
課
（
市
役
所
１
階
、
☎
内
線

２
７
４
）
へ
。

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に

伴
う
防
火
訓
練

　
毎
年
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を

火
災
や
震
災
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、

初
期
消
火
や
消
防
車
に
よ
る
放
水

な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
１
月
26
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
約
30
分
間

場
所
＝
崇
禅
寺
（
川
内
町
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ=

文
化
財
保
護
課

（
☎
内
線
６
２
２
）

献
血
に
ご
協
力
を

期
日
＝
１
月
19
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
新
里
町
保
健
文
化
セ
ン
タ

ー問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

２
７
１
）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　
加
入
す
る
健
康
保
険
で
保
険
医

療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
と
き
に
、

医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
市
が
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　
申
請
を
も
っ
て
認
定
と
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
事
前
に
医
療
保
険
課
医
療
助

成
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象=

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①�

18
歳
に
な
る
誕
生
日
以
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も

（
４
月
１
日
生
ま
れ
は
18
歳
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）

②�
18
歳
に
な
る
誕
生
日
以
後
最
初

寄
付
金
（
敬
称
略
）

10
月
1
日
～
11
月
30
日
受
け
入
れ

▼
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
太
田
支
社
／
83
万
６
０
０
０

円
▼
ら
ー
め
ん
も
ん
吉
／
７
万

８
７
２
１
円
▼
㈱
エ
コ
革
・
㈱

群
馬
銀
行
／
20
万
円

ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

▼
計
６
４
１
件
／
７
２
６
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金

▼
計
３
件
／
30
万
円

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る

さ
と
桐
生
応
援
寄

附
金

10
月
２
日
～
12
月
８
日
受
け
入
れ

▼
計
１
０
６
７
件
／
２
４
７
０

万
６
０
０
０
円

物
品
（
敬
称
略
）

10
月
３
日
～
12
月
18
日
受
け
入
れ

▼
桐
生
市
立
広
沢
小
学
校
創
立

１
５
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会

／
桐
生
市
立
広
沢
小
学
校
創
立

１
５
０
周
年
記
念
碑
「
希
望
の

鐘
」
一
式
▼
天
満
宮
古
民
具
骨

董
市
／
車
い
す
５
台
▼
桐
生
水

産
物
買
受
人
組
合
役
員
一
同
／

正
月
用
品
セ
ッ
ト
▼
マ
ル
シ
ン

／
み
か
ん
、
野
菜
ほ
か

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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広
告

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も

（
４
月
１
日
生
ま
れ
は
18
歳
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）
を
扶
養
し

て
い
る
母
子
・
父
子
家
庭

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
（
☎

内
線
２
５
７
・
２
６
０
・
２
７
２
）

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
①
１
月
11
日
（
木
）
②
２

月
５
日
（
月
）

時
間
＝
①
午
後
２
時
か
ら
※
当
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま

で
教
育
委
員
会
総
務
課
（
市
役
所

４
階
）
で
受
け
付
け
②
午
前
11
時

か
ら
※
当
日
午
前
10
時
30
分
か
ら

10
時
45
分
ま
で
教
育
委
員
会
総
務

課
で
受
け
付
け

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
４

階
国
際
会
議
室

募
集
人
数
＝
各
日
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

傍
聴
で
き
ま
す

桐
生
市
総
合
教
育
会
議

期
日
＝
１
月
29
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
（
市
役
所
４

階
）
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室
（
市
役
所
３

階
）

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

令
和
６
年
度
分
奨
学
資
金
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
＝
次
の
①
～
③
の
全
て
を
満

た
す
人
※
選
考
あ
り

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
世
帯
の
人

②�

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
高
校
、
専
修
学
校
（
修

業
年
限
２
年
以
上
）
に
在
学
中

ま
た
は
入
学
予
定

③
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難

貸
付
金
額
（
年
額
）
＝
大
学
生
…

40
万
８
０
０
０
円
、
短
期
大
学
生

…
30
万
円
、
高
等
専
門
学
校
生
…

18
万
円
、
高
校
生
・
専
修
学
校
生

（
高
等
課
程
）
…
９
万
６
０
０
０

円
、
専
修
学
校
生
（
専
門
課
程
）

…
30
万
円
※
年
３
回
に
分
け
て
振

り
込
み
ま
す
。

返
済
期
間
＝
卒
業
の
翌
月
か
ら
貸

付
年
数
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間

内
（
無
利
子
）

申
し
込
み
＝
２
月
１
日
（
木
）
か

ら
29
日
（
木
）
ま
で
に
、
申
請
書

を
直
接
、
教
育
委
員
会
総
務
課

（
市
役
所
４
階
）
へ
。
申
請
用
紙

は
、
同
課
、
境
野
・
広
沢
・
梅
田
・

相
生
・
川
内
・
菱
・
新
里
・
黒
保

根
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

口
座
振
替
済
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

　
令
和
５
年
分
の
介
護
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座

振
替
済
通
知
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
こ
の
通
知
書
に
は
、
令
和
５
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
し
た
保
険
料
額
を
記

載
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
に
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
料
に
関

す
る
こ
と
…
健
康
長
寿
課
（
☎
内

線
３
９
１
）
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
関
す
る
こ
と
…
医
療
保

険
課
（
☎
内
線
２
７
４
・
２
７
５
）

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

郵
送
し
ま
す

　
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る

な
ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
紛
失
し
た
場
合
は
、
基
礎
年
金

番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉

徴
収
票
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
日
本
年
金
機
構
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

‐
０
５
‐
１
１
６
５
）
、
市
民
課

（
☎
内
線
２
７
３
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油

の
回
収
を
し
て
い
ま
す

　
家
庭
で
使
用
し
た
天
ぷ
ら
油
な

ど
の
廃
食
用
油
（
植
物
性
に
限
る
）

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
焼

却
す
る
ご
み
を
減
量
で
き
ま
す
。

期
日
＝
毎
月
第
１
水
曜
日
※
祝
日

の
場
合
は
第
２
水
曜
日

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
市
役
所
、
両
支
所
、
各
公

民
館
の
指
定
場
所

回
収
方
法
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
容
器
に
入
れ
て
、
ふ
た
を
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
未
開
封
の
ま

ま
消
費
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

も
の
は
、
詰
め
替
え
ず
に
そ
の
ま

ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
74
１
０
１
４
）

意見提出手続（パブリックコメント）

案件名＝�桐生市行政改革方針（変更案）
及び桐生市行政改革方針後期

　　　　実施計画（案）
募集期限＝１月19日（金）
担当課＝ＤＸ推進室（☎内線558）
※�案は、担当課、市民相談情報課、新里・
　黒保根支所、市ホームページにあります。
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くらしガイド

広
告

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

市
内
一
般
団
体
の
日
帰
り

仮
予
約
受
け
付
け

対
象
＝
市
内
に
団
体
の
住
所
が
あ

り
、
令
和
６
年
度
に
日
帰
り
利
用

を
希
望
す
る
団
体
※
仮
予
約
状
況

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
１
月
16
日
（
火
）
か

ら
30
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
（
日
・

月
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）
で
青
少
年
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
２
６
４
４
）

へ
。

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　
市
内
の
障
が
い
者
施
設
で
つ
く

っ
た
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
１
月
11
日
（
木
）
・
25
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
２
月
１
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

２
８
２
）

「
お
く
や
み
手
続
き
ナ
ビ
」

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
お
く
や
み
手
続
き
ナ
ビ
」
は
、

遺
族
が
死
亡
届
出
後
に
、
桐
生
市

で
行
う
必
要
が
あ
る
手
続
き
を
抽

出
で
き
る
Ｗウ

ェ

ブ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
簡
単
な
質
問
に
答
え
て

い
く
だ
け
で
、
50
種
類
以
上
あ
る

手
続
き
の
中
か
ら
該
当
手
続
き
を

抽
出
し
、
手
続
き
場
所
や
必
要
書

類
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ

た
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
か
、

下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
と
、

該
当
の
ペ
ー
ジ
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
内
線

２
４
３
・
２
４
４
・
２
５
２
）

自
然
観
察
の
森
行
事

　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
歩
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
し
込
み
＝
1
月
8
日

（
祝
）
か
ら
電
話
で
自
然
観
察
の

森
（
☎
65
６
９
０
１
）
へ
。
※
毎

週
火
曜
日
と
1
月
10
日
（
水
）
は

除
く

▼
冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
1
月
21
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

講
座

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車

場募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

▼�

冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

（
カ
モ
）

期
日
＝
1
月
28
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
太
田
頭
首
工
（
広
沢

町
六
丁
目
）

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
）

　5,000円分のポイント入り桐ペイカードを
　不在などで受け取れなかった人へ
　郵便物を市役所で保管しています。
　ポイントの有効期限が切れる前に、
早めにお受け取りください。
対象＝世帯主、世帯主と同世帯の世帯員、世帯主から委
任を受けた第三者
期間・場所
１月31日（水）まで…市民サロン（市役所２階）
２月１日（木）～29日（木）…ＤＸ推進室（市役所７階）
時間＝月～金曜日（祝日を除く）…午前９時～午後５時、
１月28日までの日曜日…午前９時～午後１時
持ち物
①�世帯主、世帯主と同世帯の世帯員が受け取る場合
・受領書、受け取る人の本人確認書類
②�世帯主から委任を受けた第三者が受け取る場合
・受領書、受け取る人の本人確認書類、世帯主の本人確
　認書類の写し、世帯主からの委任状
※�受領書や委任状の様式は、市ホームページと受取場所
にあります。
※�本人確認書類は、顔写真付きの証明書の場合は１点、
顔写真なしの証明書の場合は２点必要です。
受取期限＝２月29日（木）午後５時まで
ポイントの有効期限＝２月29日（木）午後11時59分
問い合わせ
１月31日（水）まで…桐生市電子地域通貨カードお問い
合わせセンター（☎32‐3960）
２月１日（木）～29日（木）…ＤＸ推進室（☎内線791）
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対
象
＝
18
歳
以
上
（
高
校
在
学
者

は
除
く
）

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
で

桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
２
３
６
２
）
へ
。

▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

期
日
＝
１
月
15
日
か
ら
29
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
回
７
０
０
円
、
全
期
日

分
１
５
０
０
円

持
ち
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
※
貸
し
出

し
あ
り

▼
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

期
日
＝
２
月
７
日
か
ら
３
月
27
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
※
３
月
20
日

を
除
く

時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時

募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
回
７
０
０
円
、
全
期
日

分
３
５
０
０
円

申
込
開
始
日
＝
１
月
11
日
（
木
）

普
通
救
命
講
習
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す

　
心
肺
蘇そ

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
な
ど
の
実
習
で
す
。
講
習
修

了
後
に
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
18
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
※
受
け
付
け
は
午
前
９
時

15
分
～
25
分

場
所
＝
消
防

本
部
２
階
多

目
的
ホ
ー
ル

対
象
＝
中
学
生
以
上

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
２
月
１
日
（
木
）
か

ら
、
申
込
書
を
、
直
接
の
場
合
は
、

消
防
本
部
警
防
課
、
両
消
防
署
、

各
分
署
へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場

合
は
、
消
防
本
部
警
防
課
（
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
46
４
６
６
６
）
へ
。
申

込
用
紙
は
、
同
課
、
両
消
防
署
、

各
分
署
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
47
１
７
０
４
）

第
２
回
『
新
編  

桐
生
市
史
』

編
さ
ん
講
演
会

期
日
＝
２
月
３
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

内
容
＝
「
国
指
定
重
要
文
化
財　

桐
生
天
満
宮
の
魅
力
」
（
桐
生
市

史
編
集
委
員
・
佐
々
木
正
純
さ

ん
）
、
「
桐
生
新
町
の
蘭
方
医　

磯
野
恒
徳
と
息
子
た
ち
」
（
桐
生

市
史
編
集
委
員
・
青
木
修
さ
ん
）

募
集
人
数
＝
１
５
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

広
告

問い合わせ＝美喜仁桐生文化会館
（☎22‐9999）

美喜仁桐生文化会館の公演

▶�大蔵流山本会狂言公演～新年は狂言から～
期日＝１月13日（土）
時間＝午後１時30分開演
場所＝美喜仁桐生文化会館小ホール
出演＝山本東次郎（人間国宝）ほか
費用＝全席自由2,000円、高校生以
下500円※未就学児入場不可
内容＝狂言「餅酒」「音曲聟」など
▶�日本のアーティストシリーズ　カルテット・アマ
ービレ
期日＝１月15日（月）
時間＝午後７時開演
場所＝美喜仁桐生文化会
館小ホール
費用＝全席指定3,500円、
高校生以下500円※未就学児入場不可
▶立川談四楼座長公演「きりふ寄席2024」
　新春初笑いは「きりふ寄席」
期日＝１月20日（土）
時間＝午後１時30分開演
場所＝美喜仁桐生文化会館小ホール
費用＝全席自由2,800円、高校生以
下500円※当日券は一律500円増
▶�ワンコインコンサート「ネイティブアメリカンフ
ルートライブ～インディアンフルートの調べ～」
期日＝１月25日（木）
時間＝午前11時30分開演
場所＝美喜仁桐生文化会館シル
クホール
費用＝全席自由500円

17 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
～
は
じ
め
て
の
ス
ペ
イ
ン

語
～
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
え

る
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

期
日
＝
１
月
27
日
（
土
）
、
２
月

３
日
（
土
）
・
10
日
（
土
）
・
17

日
（
土
）
・
24
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分
※

最
終
日
は
正
午
か
ら
実
技
演
習

場
所
＝
桜
木
公
民
館
２
階
会
議
室

※
最
終
日
は
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン

対
象
＝
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
15
人

費
用
＝
１
０
０
０
円
（
会
員
５
０

０
円
）
※
最
終
日
は
昼
食
代
約
１

０
０
０
円
（
別
途
）

申
し
込
み
＝
１
月
22
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
を

利
用
し
桐
生
市
国
際

交
流
協
会
（
☎
内
線
５
３
７
）
へ
。

遊
園
地
の
イ
ベ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生

が
岡
遊
園
地
（
☎
22
７
５
８
０
）

▼�

と
ら
の
す
け
と
サ
イ
コ
ロ
コ
ロ

リ
ン
！

　
遊
園
地
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト

ラ
の
と
ら
の
す
け
」
と
サ
イ
コ
ロ

を
振
り
、
出
た
目
の
合
計
の
数
だ

け
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
27
日
（
土
）

イ
ベ
ン
ト

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

１
時
30
分
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
遊
園
地
中
央
広
場　

対
象
＝
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も

募
集
人
数
＝
各
回
50
人
（
先
着
順
）

▼�

遊
園
地
で
福
を
呼
ぼ
う
！
ワ
ン

太
＆
と
ら
の
す
け
の
福
ま
き

期
日
＝
２
月
３
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
か
ら
※
雨

天
中
止

対
象
＝
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

場
所
＝
遊
園
地
中
央
広
場

▼�

き
り
ゅ
う
が
お
か
ピ
ッ
ク
～
チ

ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
４
～

期
日
＝
２
月
４
日
（
日
）
※
雨
天

中
止

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
遊
園
地
Ｓ
Ｌ
前
広
場

▼�

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
桐
生
が
岡
遊
園
地
の
り
も
の
回

数
利
用
券
（
１
１
０
０
円
券
）
を

購
入
し
「
あ
た
り
」
の
出
た
人

（
30
人
）
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
※
な
く
な
り

次
第
終
了

期
日
＝
２
月
10
日
（
土
）
※
雨
天

の
場
合
は
２
月
12
日
（
振
休
）
に

延
期

▼�

さ
く
ら
開
花
日
ピ
ッ
タ
リ
当
て

ク
イ
ズ

　
桐
生
が
岡
遊
園
地
管
理
事
務
所

脇
の
基
準
木
の
桜
が
５
、
６
輪
咲

い
た
日
を
「
開
花
日
」
と
し
、
開

花
日
を
ピ
ッ
タ
リ
当
て
た
人
の
中

か
ら
、
抽
せ
ん
で
５
人
に
桐
生
が

岡
遊
園
地
の
り
も
の
回
数
利
用
券

（
１
１
０
０
円
券
）
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
10
日
（
土
）
～
３
月

10
日
（
日
）

申
し
込
み
＝
遊
園
地
管
理
事
務
所

前
で
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
応
募

箱
に
投
か
ん
※
１
人
１
回
限
り
、

郵
送
な
ど
不
可

当
せ
ん
発
表
＝
４
月
上
旬
頃
に
遊

園
地
掲
示
板
で
発
表
し
、
当
せ
ん

者
に
景
品
を
郵
送

▼�

堀
マ
ラ
走
っ
た
ら
！
遊
園
地
へ

行
こ
う
！

　
第
70
回
桐
生
市
堀
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
参
加
し
た
人
で
、
当
日
に
桐

生
が
岡
遊
園
地
に
来
園
し
た
人
に
、

遊
園
地
の
り
も
の
券
（
当
日
限
り

有
効
３
枚
）
と
遊
園
地
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
※
雨
天
決
行

期
日
＝
２
月
11
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
か
ら

募
集
人
数
＝
１
０
０
人
（
先
着
順
）

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
管
理
事

務
所
※
必
ず
大
会
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

第
27
回
企
画
展
「
路
線
バ
ス

の
旅
in
桐
生
―
日
本
遺
産
を

巡
っ
て
み
た
―
」

　
路
線
バ
ス
で
桐
生
の
日
本
遺
産

を
巡
り
な
が
ら
、
景
色
や
地
名
の

由
来
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
＝
１
月
６
日
（
土
）
～
５
月

６
日
（
振
休
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
絹
撚
記
念
館
２
階
展
示
室

費
用
＝
高
校
生
以
上
１
５
０
円
、

小
・
中
学
生
50
円

問
い
合
わ
せ
＝
絹
撚
記
念
館
（
☎

44
２
３
９
９
）

吾
妻
公
園
第
36
回
洋
ら
ん
展

　
桐
生
洋
ら
ん
愛
好
会
が
育
て
た

１
５
０
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
３
日
（
土
）
～
11
日

（
祝
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
※

２
月
11
日
（
祝
）
は
午
後
３
時
30

分
ま
で

場
所
＝
吾
妻
公
園
温
室

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園
（
☎
22

８
６
３
６
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

「
え
ほ
ん
は
と
も
だ
ち　

図
書
館

お
は
な
し
会
」

　
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

▼
図
書
館

期
日
＝
①
１
月
13
日
（
土
）
②
１

月
18
日
（
木
）
③
１
月
27
日
（
土
）

時
間
＝
①
③
…
午
前
11
時
か
ら
30

分
程
度
、
②
…
午
前
10
時
30
分
か

ら
30
分
程
度

場
所
＝
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

▼
新
里
図
書
館

期
日
＝
1
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
新
里
図
書
館
お
話
の
部
屋

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

桐
生
え
き
な
か
市

　
新
鮮
な
産
直
野
菜
や
手
作
り
加

工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
７
日
か
ら
２
月
４
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分
※

売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
１
月
20
日
（
土
）
、
２
月

３
日
（
土
）

イ
ン
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時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
一
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
桐
生
天
文
同
好
会
会
長
の
石
田

進
一
さ
ん
（
愛
称
セ
ン
ち
ゃ
ん
）

が
、
冬
の
星
空
と
星
座
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
13
日
（
土
）
・
14
日

（
日
）
・
27
日
（
土
）
・
28
日

（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分
※

開
始
10
分
前
ま
で
に
入
場

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
各
日
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

子ども医療電話相談

　休日や夜間（翌朝８時まで）に子
どもが急に具合が悪くなったとき、
相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

ら
入
場
券
を
図
書
館
（
☎
47
４
３

４
１
）
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布

※�

２
月
29
日
（
木
）
ま
で
、
県
内

の
天
文
施
設
（
10
施
設
）
を
巡

る
、
「
群
馬
県
内
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
・
ぐ
ん
ま
天
文
台
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
中
で
す
。

発
達
相
談
会

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
発
達

に
関
す
る
相
談
に
、
心
理
士
が
応

じ
ま
す
。

期
日
＝
２
月
２
日
（
金
）
・
３
日

（
土
）
・
５
日
（
月
）
・
８
日

（
木
）
・
19
日
（
月
）
・
26
日

（
月
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

子
育
て

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成

事
業
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か

　
医
師
が
認
め
た
不
妊
・
不
育
症

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
戸
籍
上
の
夫
婦
で
、
申
請

日
の
１
年
以
上
前
か
ら
市
内
に
居

住
し
、
医
療
保
険
に
加
入
が
あ
り
、

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

助
成
金
額

▼
不
妊
治
療
費
助
成
金

　
保
険
診
療
一
部
負
担
金
と
保
険

適
用
外
医
療
費
の
２
分
の
１
で
、

10
万
円
を
上
限
と
す
る
。

▼
不
育
症
治
療
費
助
成
金

　
保
険
診
療
一
部
負
担
金
と
保
険

適
用
外
医
療
費
の
２
分
の
１
で
、

20
万
円
を
上
限
と
す
る
。

※�

い
ず
れ
の
助
成
金
も
交
付
は
、

同
じ
年
度
内
に
１
回
ま
で

助
成
対
象
の
治
療
期
間
＝
令
和
５

年
４
月
１
日
～
12
月
31
日
※
助
成

対
象
の
治
療
期
間
に
受
け
た
場
合

は
、
令
和
６
年
２
月
末
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
、
43
２
０
０

９
）
、
新
里
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

74
５
５
５
０
）
、
黒
保
根
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
96
２
２
６
６
）

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
妊
娠
中
に

歯
周
病
が
進

行
す
る
と
、

早
産
や
低
体

重
児
出
産
の

リ
ス
ク
が
約
３
倍
に
高
ま
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
＝
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
市
内
在
住
の
妊
婦

期
間
＝
妊
娠
期
間
中
※
出
産
後
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

場
所
＝
登
録
歯
科
保
険
医
療
機
関

内
容
＝
問
診
、
歯
・
歯
肉
の
状
態

の
検
査
、
結
果
説
明

※�

対
象
者
に
は
、
母
子
手
帳
と
同

時
に
「
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
票
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
登
録
歯

科
保
険
医
療
機
関
へ
予
約
の
う

え
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
）

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
８
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

子
育
て
メ
ン
タ
ー
事
業

　
発
達
の
こ
と
、
学
校
の
こ
と
、

健
康
の
こ
と
な
ど
、
子
育
て
中
に

悩
み
を
経
験
し
た
子
育
て
メ
ン
タ

ー
が
、
参
加
者
の
悩
み
に
寄
り
添

い
支
援
し
て
く
れ
る
事
業
で
す
。

期
日
＝
１
月
25
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
菱
公
民
館

対
象
＝
18
歳
未
満
で
市
内
在
住
ま

た
は
在
学
す
る
子
ど
も
の
い
る
保

護
者

募
集
人
数
＝
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
左
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
込
み
、

専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
専
用
申
込

フ
ォ
ー
ム
が
利
用
で
き
な
い
場
合

は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
子
育
て
相
談
課
（
☎
43
２
０
０

０
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
47
１
１
５
１
）

へ
。

　子どもへの身体的虐待、心理的虐待、
育児放棄、性的虐待など、虐待かもと
思ったら児童相談所全国共通ダイヤル
（☎ 189）または子育て相談課（☎ 43
‐2000）に通告、相談をしてください。

虐待かも…と思ったら

☎１８９（いち・はや・く）

市民税・県民税…第４期
国民健康保険税…第７期
１月31日（水）が納期限です
　納め忘れのない口座振替利用を推奨し
ています。利用者は預貯金残高のご確認
をお願いします。

今月の納税

19 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
後
、
絵

本
を
2
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象
＝
1
歳
未
満
ま
た
は
令
和
４

年
度
対
象
者
で
、
ま
だ
絵
本
を
引

き
換
え
て
い
な
い
人

期
日
＝
1
月
17
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
児
童
・

子
育
て
室

持
ち
物
＝
桐
生
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
引
換
券
と
母
子
手
帳

▼
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み

期
間
＝
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
所
＝
図
書
館
、
新
里
図
書
館

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
研
修
会

　
赤
ち
ゃ
ん
や

読
み
聞
か
せ
が

好
き
で
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事

業
に
関
心
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
、

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
２
月
８
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時

場
所
＝
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

くらしガイド

申
し
込
み
＝
１
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
図
書
館
１
階

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

食
事
で
健
康
！

栄
養
の
基
礎
知
識
と
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
の
教
室

　
栄
養
の
基
礎
知
識
と
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
に
つ
い
て
学
び
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
つ
よ
う
、

管
理
栄
養
士
が
お
話
し
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
19
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分
※

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広
町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
長
寿
課

（
☎
内
線
２
６
８
）
へ
。

け
ん
こ
う
塾

期
日
＝
１
月
15
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

募
集
人
数
＝
40
人
（
先
着
順
）

内
容
＝
「
脂
質
の
と
り
す
ぎ
っ
て

何
が
ダ
メ
？
気
に
な
る
脂
質
と
ド

ロ
ド
ロ
血
液
の
関
係
」

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
長
寿
課

（
☎
内
線
２
６
９
）
へ
。

健
康

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●�

最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
し
た

　
群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
５

年
10
月
５
日
か
ら
時
間
額
９
３
５

円
に
改
正
さ
れ
、
群
馬
県
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
時
間
額

も
令
和
５
年
12
月
29
日
に
次
の
通

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
額
（
時
間
額
）
＝
①
製
鋼
・

鉄
素
形
材
製
造
業
１
０
１
７
円
②

一
般
機
械
器
具
製
造
業
１
０
０
６

円
③
電
気
機
械
器
具
製
造
業
１
０

０
６
円
④
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
１
０
０
６
円

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
７
）

●
事
業
主
・
従
業
員
の
皆
様
へ

　
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
に

応
じ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
※
匿
名
可
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
厳
守
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働

局
雇
用
環
境
・
均
等
室
（
前
橋
市

大
手
町
、
☎
０
２
７
‐
８
９
６
‐

４
７
３
９
）

●�

大
川
美
術
館
企
画
展
「
大
川
栄

二
生
誕
１
０
０
年
記
念　

コ
レ

ク
タ
ー
の
目
」

期
間
＝
１
月
27
日
（
土
）
～
３
月

31
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
、
振
替

休
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

費
用
＝
一
般
１
０
０
０
円
、
高
・

大
生
６
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３

０
０
円
※
各
種
割
引
あ
り

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館
（
☎

46
３
３
０
０
）

●�

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　
１
１
０
番
は
市
民
の
安
全
を
守

る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。
相
談
な

ど
は
近
く
の
警
察
署
ま
た
は
「
＃

９
１
１
０
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
警
察
署
（
☎

43
０
１
１
０
）

●�

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
・

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
に
関

す
る
説
明
会

　
自
筆
の
遺
言
書
を
法
務
局
で
保

管
し
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防

止
す
る
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度
」
と
、
４
月
１
日
か
ら
義
務

化
さ
れ
る
相
続
登
記
の
申
請
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
９
日
（
火
）
・
26
日

（
金
）
※
２
月
以
降
も
開
催
予
定

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

場
所
＝
前
橋
地
方
法
務
局
桐
生
支

局
（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
前
橋
地
方
法

高齢者インフルエンザ
予防接種はお早めに！

　接種費用の助成期間は１月31日（水）までです。
　期間を過ぎると全額自己負担となります。接種を
希望する場合は、あらかじめ予約のうえ、５月に郵
送した「各種検診・インフルエンザ予防接種受診券」
を保険医療機関へお持ちください。
対象＝①昭和33年12月29日までに生まれた人②昭
和33年12月30日から昭和38年12月29日までに生
まれた人で、心臓・腎臓・呼吸器疾患・免疫不全の
身体障害者手帳１級を持つ人
本人負担金＝1,500円（１人１回まで）
▼インフルエンザ予防法
①手洗い、うがいをする②十分な
栄養と休養をとる③室内を乾燥さ
せない④人混みを避ける⑤マスク
を着用する
問い合わせ＝健康長寿課（☎内線269）
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人口と世帯（11月 30 日現在）

人口 103,139人 （ －104人）

男 49,814人 （ －63人）

女 53,325人 （ －41人）

世帯 49,395世帯 （ ＋１世帯）

（ ）内は前月比

務
局
桐
生
支
局
（
☎
44
３
５
２
６
）

へ
。

●�
家
族
介
護
者
交
流
会
「
よ
っ
て

け
家や

」

　
介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
場
所
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

や
介
護
の
専
門
職
、
地
域
の
支
援

者
、
薬
剤
師
な
ど
が
い
ま
す
。

期
日
＝
１
月
17
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

場
所
＝
桐
生
信
用
金
庫
広
沢
支
店

多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
広
沢
（
☎
53

１
１
１
４
）

●�

男
性
介
護
者
交
流
会
「
だ
ん
ご

の
会
」

　
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
男
性

の
み
で
、
日
頃
の
思
い
・
悩
み
を

気
軽
に
語
り
合
え
る
交
流
の
場
で

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
２
月
２
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

対
象
＝
家
族
を
介
護
し
て
い
る
男

性
、
家
族
を
介
護
し
て
い
た
男
性

場
所
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

ぞ
み
の
苑
会
議
室
（
相
生
町
五
丁

目
）

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
苑
（
☎
54
９
５

３
７
）

●�

県
営
住
宅
団
地
入
居
者
定
期
募
集

対
象
＝
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
※

収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
２
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
、
申
込
書
を
専
用
封
筒
で
県

住
宅
供
給
公
社
へ
。
申
込
用
紙
は

県
住
宅
供
給
公
社
桐
生
支
所
（
市

役
所
４
階
）
に
あ
り
ま
す
。

入
居
可
能
日
＝
入
居
資
格
審
査
が

完
了
次
第
、
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
１
１
）

●�

ア
ー
ト
カ
フ
ェ
in
桐
生
（
大
学

連
携
事
業
）

　
松
屋
畳
店
の
大
川
智
樹
さ
ん
に

よ
る
「
守
れ
！
畳
文
化
！
」
と
題

し
た
お
話
で
す
。

期
日
＝
１
月
20
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐

１
１
５
２
‐
０
０
８

３
）
ま
た
は
専
用
申

込
フ
ォ
ー
ム
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
、

企
画
課
（
☎
内
線
５
７
７
）

●
農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請

　
農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
、

あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を
す
る
こ
と

で
軽
油
取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
ほ
場
の
耕
う
ん
、
栽
培
管

理
な
ど
の
農
作
業
を
行
う
た
め
に

使
用
す
る
機
械
の
燃
料
と
し
て
使

用
す
る
軽
油

申
し
込
み
＝
２
月
１
日
（
木
）
か

ら
20
日
（
火
）
ま
で
に
「
免
税
軽

油
使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」
を

太
田
行
政
県
税
事
務
所
（
太
田
市

西
本
町
）
へ
交
付
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
免
税
軽
油
を
使
用
後
、
伝

票
や
領
収
書
な
ど
を
添
え
て
、
同

事
務
所
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
窓
口
＝
▼
新
田
み
ど
り
農
協

本
店
（
み
ど
り
市
）
…
2
月
13
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
▼
桐
生
合
同
庁
舎
（
相
生
町
二

丁
目
）
…
2
月
16
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ
＝
太
田
行
政
県
税
事

務
所
（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐
３

２
６
１
）
、
東
部
農
業
事
務
所

（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐
３
８
２

４
）

●�

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
養

成
講
習

　
乳
児
・
幼
児
の
事
故
防
止
と
応

急
手
当
て
な
ど
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
１
月
28
日
（
日
）
、
２
月

４
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
三
丁
目
）

対
象
＝
15
歳
以
上
で
、
２
日
間
と

も
出
席
で
き
る
人

イ
ン

費
用
＝
１
８
０
０
円

募
集
人
数
＝
30
人
（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み
＝
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
電

子
申
請
す
る
か
、
電

話
で
日
本
赤
十
字
社

群
馬
県
支
部
（
☎
０
２
７
‐
２
５

４
‐
３
６
３
６
）
へ
。

●�

「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
」
の
課

税
期
間
を
延
長

　
延
長
期
間
は
５
年
間
で
、
水
源

地
域
な
ど
の
森
林
整
備
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
森
林
環
境
教

育
の
推
進
、
市
町
村
提
案
型
事
業

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
税
の
使
い
道
な
ど

森
林
保
全
に
関
す
る
こ
と
…
群
馬

県
林
政
課
（
☎
０
２
７
‐
２
２
６

‐
３
９
３
０
）
、
税
の
仕
組
み
に

関
す
る
こ
と
…
群
馬
県
税
務
課

（
☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐
３
７
７

１
）

手軽な使い捨て製品より、高価でも気
に入ったものを選んで長く使えば、資
源を節約でき、ごみも減らせますね。

●�桐コン～恵方婚活
　愛の郷

さと

・恋はうち！
　独身の25歳～50歳前後の男女を
対象とした婚活イベントです。
期日＝２月３日（土）
時間＝午後３時～７時
場所＝桐生・森の郷（東二丁目）
募集人数＝男女各20人
費用＝男性5,000円、女性2,000円
申し込み＝１月20日（土）までに、
下の専用申し込みフォームへ。
問い合わせ＝桐生商工会議所商業課
（☎45‐1201）

21 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしの便利ガイド
各 種 相 談 案 内

相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談） 月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階）

市民相談室（☎内線355・503）
※電話相談可

無料法律相談
（弁護士による相談）
対象＝桐生市在住の人
募集人数＝各日６人（予
約順）

１月25日、２月１日・８日・15日の各木曜日、
午前10時～正午※２週間前の木曜日から直
接または電話で要予約（午前９時～午後５
時）

市民相談室（市役所２階）市民相談室（☎内線355・503）

人権相談
（人権侵害や差別などに
関する相談）

行政相談
（行政全般に関する相談
と問題解決のお手伝い）

【人権相談のみ】１月９日（火）・23日（火）
【行政相談のみ】２月６日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室（市役所２階）

人権相談…地域づくり課
（☎内線317）
行政相談…市民相談情報課
（☎内線472）

２月１日（木）午前９時30分～11時30分 新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

１月22日（月）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

【「出張」行政相談】
１月16日（火）午後１時30分～３時30分

相生公民館２階研修室 市民相談情報課（☎内線472）

消費生活相談
（消費生活に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター（保健福祉会館４階）
（☎40‐1112）

労働相談
（職場に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談

（働くことに関する相談）

１月17日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火～金曜日、第２・４土曜日の午
前10時～午後６時）
※対象は15歳～49歳の無業の人とその家族

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーシ
ョン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

子ども・子育て総合相談
（子育て世帯・子ども・青
少年からの相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎43‐2000）、
子どもすこやかホットライン
（☎0120‐10‐7867）土・日曜日（祝日を除く）午前10時～午後４時 保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日、年末年始は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

乳 幼 児 の
健 康 診 査 な ど

行事 期日 対象 場所

３か月児健康診査 ２/28（水）令和５年10月26日～11月30日生まれ

保健福祉会館
（末広町）

10か月児健康診査 ２/７（水）令和５年３月１日～４月５日生まれ

１歳６か月児健康診査 ２/９（金）令和４年７月７日～８月５日生まれ

２歳児歯科健康診査 ２/26（月）令和３年８月26日～９月30日生まれ

３歳児健康診査 ２/16（金）令和２年８月６日～９月２日生まれ

育児相談 ２/22（木）小学校入学前のお子さんと保護者※要予約

すこやか栄養相談 随時 妊婦または子育て中の人

もぐもぐ離乳食 ２/20（火）生後４～５か月のお子さんと保護者※要予約

ステップアップ！離乳食 ２/21（水）生後７～８か月のお子さんと保護者※要予約

３か月児健康診査 ２/29（木）令和５年10月16日～11月30日生まれ 新里町保健
文化センター10か月児健康診査 ２/29（木）令和５年４月１日～５月15日生まれ

　対象者には受付時間を
掲載した通知を送付しま
すので、ご確認ください。
　詳しくは、市ホーム
ページや桐生ふれあい
メールをご確認くださ
い。
問い合わせ＝子育て相談
課（☎ 43 ‐ 2003、43 ‐
2009）
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広
告

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。
休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

※昼の休診時間などは医院により異なる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分

※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）
※ 12月 29 日（金）～１月３日（水）は休診

１・２月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

１月１日
（祝）

内・児・循環器科 関田内科クリニック（54 ‐ 2511）相生町五丁目
内科 わたらせリバーサイドクリニック（53 ‐ 3166）相生町一丁目
外・眼科 桐生クリニック（54 ‐ 1350） 広沢町二丁目

２日
（火）

内・小児科 萩原医院（72 ‐ 1025） みどり市大間々町
内・外科 赤南診療所（74 ‐ 8344） 新里町小林
眼科 みなみ眼科（43 ‐ 3180） 境野町一丁目

３日
（水）

内・小児科 斉藤医院（72 ‐ 1230） みどり市大間々町
内科 さいとう内科クリニック（47 ‐ 7770）みどり市笠懸町
脳・内・皮・整形外科 さくらクリニック（46 ‐ 3739） 本町六丁目

７日
（日）

小児科 アウルこどもクリニック（70 ‐ 2112）新里町山上
内科 桐生協立診療所（53 ‐ 3911） 相生町二丁目
整形外科 えだくに整形外科（20 ‐ 2250） 新里町山上

８日
（祝）

内・児・神経内科 森田クリニック（54 ‐ 8340） 相生町二丁目
内科 森の診療所（47 ‐ 8118） 広沢町二丁目
婦人科 島村京子クリニック（55 ‐ 6611）相生町一丁目

14 日
（日）

泌・内・小児科 きたむらクリニック（30 ‐ 7577）みどり市大間々町
内科 菊地医院（45 ‐ 2883） 琴平町
整形外科 桐生整形外科病院（40 ‐ 2600） 相生町一丁目

21 日
（日）

児・内科 小児科小川醫院（44 ‐ 6008） 東五丁目
内科 北川内科クリニック（44 ‐ 7706）錦町二丁目
皮膚科 栗原皮フ科医院（22 ‐ 3234） 本町一丁目

28 日
（日）

小児科 みらいこどもクリニック（47 ‐ 8200）みどり市笠懸町
内科 日新病院（30 ‐ 3660） 菱町三丁目
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科設楽医院（54 ‐ 1517）相生町二丁目

２月４日
（日）

児・整形外科 かさかけクリニック（46 ‐ 9746）みどり市笠懸町
内・呼吸器科 さかいのクリニック（44 ‐ 8557）境野町二丁目
泌・内科 くりた医院（70 ‐ 7800） みどり市笠懸町

１・２月　休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

１月１日
（祝）

奥澤接骨院（76‐2036） みどり市笠懸町
いけだ整骨院・鍼灸治療院（43‐5233）東四丁目

２日
（火）

かしわせ接骨院（43‐6571）本町三丁目
くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町

３日
（水）

周藤接骨院（44‐5827） 境野町二丁目
髙柳接骨院（72‐2082） みどり市大間々町

７日
（日）

てらうち本町接骨院（46‐9344）本町六丁目
NARI接骨院（76‐5005） みどり市笠懸町

８日
（祝）

さいとう接骨院（43‐8574）新宿一丁目
ながや接骨院（74‐5938）新里町新川

14 日
（日）

ほしの接骨院（76‐7042）みどり市笠懸町
中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目

21 日
（日）

新井接骨院（44‐7577） 境野町四丁目
吉田接骨院（52‐0606） 相生町二丁目

28 日
（日）

武藤接骨院（22‐4667） 宮前町一丁目
アース接骨院（51‐4276）みどり市笠懸町

２月４日
（日）

すわ接骨院（46‐0901） 末広町
なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

市役所・支所業務時間 休日窓口　時間＝午前９時～午後１時
場所

期日 市役所 新里支所

１月 ７日（日）住基・戸籍・マイナンバー・パスポート 住基・戸籍・マイナンバー

１月21日（日）住基・戸籍・パスポート －

２月 ４日（日）住基・戸籍・マイナンバー・パスポート 住基・戸籍・マイナンバー

※令和６年１月から公民館での休日窓口は廃止しました。

住基＝住民基本台帳
時間＝午前８時30分～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
※�住基・戸籍（一部業務を除く）は、市役所は
水曜日のみ午後７時まで

※�パスポート：午前９時～午後４時30分
※�マイナンバー：午前９時～午後５時15分（市
役所は、水曜日のみ午後７時まで）
問い合わせ＝住基・戸籍・パスポートについて
は市民課（☎内線245）、マイナンバーについて
は桐生市マイナンバーコールセンター（☎050‐
3504‐9528）

23 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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「
桐
生
の
自
然
の
変
化　
明
ら
か
に
」

　
自
然
部
会
は
、
地
形
・
地
質
、

動
物
、
植
物
、
キ
ノ
コ
な
ど
の

種
類
や
分
布
に
つ
い
て
調
べ
て

い
ま
す
。
黒
保
根
村
（
現
黒
保

根
町
）
の
合
併
に
よ
り
、
赤
城

山
の
黒く
ろ
び檜
山
（
１
８
２
８
メ
ー

ト
ル
）
ま
で
が
市
域
と
な
り
、

広
沢
町
七
丁
目
の
渡
良
瀬
川
河

畔
（
65
メ
ー
ト
ル
）
と
の
標
高

差
は
約
１
７
０
０
メ
ー
ト
ル
に

及
び
ま
す
。
地
形
的
に
も
関
東

平
野
の
北
の
端
に
位
置
し
、
地

質
も
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
が

組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
生

物
の
多
様
性
が
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　
昭
和
56
年
に
「
桐
生
市
植
物

誌
」
、
昭
和
62
年
に
「
桐
生
市

動
物
誌
」
、
平
成
24
年
に
「
桐

生
の
地
誌
」
が
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
降
の
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
『
新
編

　
桐
生
市
史
』
の
編
さ
ん
に
あ

た
り
、
自
然
の
変
化
も
重
要
な

視
点
と
な
る
た
め
、
自
然
部
会

で
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
気
候
変
動
の
影
響
は
、
生
物

に
も
現
れ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
ウ

の
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
は
、

近
年
、
南
か
ら
桐
生
地
域
に
分

布
を
伸
ば
し
、
市
内
で
普
通
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
シ
カ
が
増
え
、
食
害
に

よ
っ
て
、
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

植
物
も
あ
り
ま
す
。　
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
見

て
、
感
じ
て
い
る
自
然
を
科
学

的
に
調
査
し
、
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
自
然
部
会
に
課
せ
ら
れ

た
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
春
秋
の
渡
り
鳥
や
桐
生
川
や

渡
良
瀬
川
の
魚
、
赤
ト
ン
ボ
な

ど
身
近
な
生
き
物
の
変
化
や
、

ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外
来
生
物

も
調
査
し
、
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

第
13
回

『
新
編　
桐
生
市
史
』
編
集
委
員

　
自
然
部
会
専
門
委
員

寺て
ら
う
ち内

優ゆ

み

こ
美
子

石
いしはら

原 圭
けいいちろう

一郎ちゃん
4 歳２か月

（川内町二丁目）

浦
うら

 愛
あ い り

莉ちゃん
２歳６か月

（梅田町一丁目）

前
ま え の

野 希
き わ

和ちゃん
１歳３か月

（相生町一丁目）

パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

▲ツマグロヒョウモン（メス）

▲植物調査の風景
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